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参加
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JR西労組のLINE登録をしよう！
JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）

新規登録受付中

JR西労組

「友だち追加」から「ＩＤ検索」または
「ＱＲコード」で登録！ @dzc0159s2023 No.４154

【妥結内容】

●基準昇給の完全実施
●ベースアップ3,000円
　 　　　　　　　　　　　  （シニア・シニアリーダー社員含む）

●年間臨給４．２箇月
●契約社員の時給20円引上げ（3,200円相当）
●「初任給調整手当」の支給（C５級およびC４級の一部社員）
●「深夜勤務等手当」の増額並びに区分の見直し
●「災害等特別出勤手当」の出勤
　　　　　　　　１回あたりの支払額を1,000円増額
●「動物遺骸処置等給付金」について、
　車両トイレの便器や汚物配管の着脱作業を行う車両系統
　社員を給付対象に

●「資格取得一時金」は受験料＋20,000円を支払う
　「チャレンジ一時金」は受験料を全額支払う

【口頭表明】

●再就職支援制度の拡大を検討する

　中央闘争委員会は、2月6日（月）に要求書を提出して以降、最大の財
産である人財を決して流出させてはならないとの強い決意のもと、『明る
い未来へつながる賃上げ』をスローガンに訴え、地方本部も下支えをし
てきた。3月10日（金）中央闘争委員会は会社より「基準昇給の年度初
の実施、ベースアップ3,000円、契約社員の時給20円引上げ、初任給
調整手当の支給」について提示を受けた。中央闘争委員会は、3月15
日（水）再度席上につき、中央闘争委員会ならびに地本代表者会議を
開催し年間臨給4.2箇月、その他諸手当の改善はこの３年間の組合
員の労苦に報いる成果と判断し妥結した。
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記
長

議長に選出された脇坂委員

委員会宣言（案）を読み上げる
森本青年女性委員長

奈良県議会傍聴行動に参加した皆様

地本委員会終了後、２０２３春季生活闘争総決起集会を開催

　

和田委員髙橋委員 椿野委員本田委員

　

大
阪
地
方
本
部
は
、3
月
3
日（
金
）、T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
於
い

て
、
大
阪
地
方
本
部
第
28
回
地
本
委
員
会
を
開
催
し
た
。
中
央
本
部
か
ら
上
村
執
行
委
員
長
、
石
田

原
組
織
・
政
治
・
福
祉
対
策
部
長
、
田
中
文
化
・
レ
ク
・
法
対
部
長
、
筆
野
組
織
・
業
務
部
次
長
、

沖
畠
青
年
女
性
委
員
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
。
感
染
防
止
対
策
を
実
施
し
檄
布
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た

会
場
に
地
本
委
員
・
来
賓
・
傍
聴
者
・
執
行
部
を
含
め
総
勢
1
2
0
名
が
集
結
し
た
。

　

冒
頭
、
福
知
山
線
列
車
事
故
を

は
じ
め
、全
て
の
鉄
道
事
故
で
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
哀

悼
の
意
を
込
め
参
加
者
全
員
で
黙

と
う
を
行
い
、
内
田
副
執
行
委
員

長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
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議
長
に
北
大
阪
支
部
尼
崎
運
輸
分
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の
脇
坂
委
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出
し
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主
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者
を
代
表
し
て
禅
野
執
行
委
員
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
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野
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行
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イ
ル
ス
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０

２
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活
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い
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挨
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。（
挨
拶
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掲
載
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来
賓
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央
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委
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離
職
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つい
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あ
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た
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次
に
寺
井
副
執
行
委
員
長
か
ら

経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
後
、川
原

書
記
長
か
ら
活
動
方
針
に
つい
て
提

案
し
全
体
質
疑
を
行
っ
た
。

　

質
疑
に
お
い
て
は
4
名
の
委
員

か
ら
14
項
目
に
つ
い
て
発
言
が
あ

り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
各
級
機
関
の
様
々
な

組
合
行
事
が
中
止
や
延
期
に
な
る

な
ど
、
こ
の
３
年
を
必
死
に
耐
え

て
き
た
組
合
員
へ
の
生
活
と
雇
用

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と

し
、離
職
に
歯
止
め
を
か
け
、人
財

へ
の
投
資
、
賃
金
の
底
上
げ
の
た

め
に
も
、春
闘
勝
利
に
向
け
た
熱

い
気
持
ち
の
発
言
が
多

く
な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、川
原
書
記

長
か
ら
総
括
答
弁
が
行

わ
れ
、（
答
弁
要
旨
は
二

面
掲
載
）そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

委
員
会
を
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、２
０
２
３
春
季
生
活

闘
争
総
決
起
集
会
が
開
催
さ
れ
、

地
方
本
部
・
各
支
部
の
青
年
女
性

委
員
長
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、

最
後
は
２
０
２
３
春
闘
勝
利
に
向

け
た
禅
野
執
行
委
員
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

大
阪
地
方
本
部
は
、３

月
１
日（
水
）、大
阪
地
方
本

部
と
北
大
阪
支
部
・
大
阪

支
部
・
天
王
寺
支
部
・
奈

良
支
部
が
、
奈
良
県
議
会

２
月
定
例
県
議
会
一
般
質

問
に
お
い
て
田
尻
匠
議
員

（
奈
良
県
議
会
）が
質
問
に

立
つ
こ
と
を
受

け
、議
場
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
傍

聴
席
の
制
限
が

さ
れ
て
い
る
な
か

で
は
あ
っ
た
が
傍

聴
行
動
を
行
っ

た
。

　

田
尻
議
員
は
、

「
公
共
交
通
の
維

持
・
存
続
・
発
展

に
つ
い
て
」等
を

質
問
し
た
。

　

知
事
か
ら
は
、地
域
が
主

体
的
に
参
加
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、地
域
公
共
交

通
の
あ
り
か
た
に
つい
て
は
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
答
弁
も
い
た
だ
い

た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｒ
組
織
内
議

員
と
の
連
携
を
深
め
、よ
り

一
層
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

く
。

椿
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◆
支
部
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員
に
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て
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に
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て

◆
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闘
に
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て

和
田
委
員（
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良
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）

◆
安
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に
つい
て

◆
２
０
２
３
春
闘
に
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て

◆
コ
ロ
ナ
禍
に
つい
て

◆
第
20
回
統
一地
方
選
挙
に
つい
て

本
田
委
員（
大
阪
支
部
）

◆
安
全
の
確
立
に
向
け
た
取
り

　

組
み
に
つい
て

◆
サ
ブ
キ
ャ
リ
ア
制
度
の
充
実
に

　
つ
い
て

◆
Ｊ
Ｒ
電
話
廃
止
に
伴
う
連
絡

　

手
段
整
備
に
つ
い
て

◆
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争
に
つ

　
い
て

髙
橋
委
員（
天
王
寺
支
部
）

◆
安
全
に
つ
い
て

◆
組
織
に
つ
い
て

◆
春
闘
に
つ
い
て

3年ぶりに大人数での開催が実現！3年ぶりに大人数での開催が実現！3年ぶりに大人数での開催が実現！3年ぶりに大人数での開催が実現！
w
i
t
h
コ
ロ
ナ
社
会
、明
る
い
未
来
に
向
け

　
　
　

共
に
J
R
西
労
組
運
動
を
進
め
て
い
く
！

第２8回地本委員会第２8回地本委員会第２8回地本委員会第２8回地本委員会

全
体
質
疑
で
の
発
言
項
目

２０２3春闘妥結２０２3春闘妥結２０２3春闘妥結２０２3春闘妥結

田尻匠議員
奈良県議会で一般質問に立つ!!

田尻匠議員のSNS


